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１．所属・職・氏名 等 

教養学部 国際教育学科・准教授・畠山勝太 

 

２．研究課題（テーマ）名 

低中所得国の障害児の学習・就学状況について 

 

３．研究期間 

2024 年 4 月～2025 年 3 月 

 

４．利用した研究費の種類及び金額 

若手教員研究促進交付金・50 万円 

 

５．研究の概要 

 低中所得国に住む障害児は、この世界で最も教育から疎外されている集団の一つであるが、

国際比較教育研究の僅か 1%しか障害児に焦点を当てていないという現状もあり、障害児達

の学習状況については、依然として明らかとなっていないことが多い。 

そこで本研究は、この問題に取り組むべく低中所得国における障害児達の学習状況を分析

する。MICS6 という障害児の学習状況を把握しうる家計調査データの二次分析に取り組みつ

つ、ネパールでの一時データの収集及び分析も視野に入れている。 

 

６．研究成果等 

 今年度の主要な研究成果の一つとしてネパールでのデータ収集の実施が挙げられる。ラリ

トプール市で活動する NGO サルタック・シクシャが運営する学習センターにおいて 35 人の

子供及びその保護者に、学習実態を探るための現地語でのインタビューを、4 名の現地調査

助手に 7 月 8 月に実施してもらった。子供へのインタビューについては Photovoice を実施

し、これで子供の学習実態を洗い出せるのかの分析も兼ねている。調査終了後に現地語から

英語への翻訳を依頼し、私自身も 12 月後半に渡航して、サルタック・シクシャのスタッフ

と協働してデータの品質チェックを行い、修正が必要な箇所を洗い出して修正をお願いし、

データを共に分析するためにスタッフに Dedoose を用いた質的調査法の研修を実施した。2

月末からデータ分析を開始し、来年度の前半の間には分析を終え、論文の執筆へと移る予定

である。 

 また、本研究の枠組みをどのような方向性にして、どのような先行研究を土台として行く

べきか、さらに論文を提出する学術誌、本研究を今後どのように発展させていくかアドバイ

スを得るために、国際機関での実務経験を持っていたり、博士号を所持していたりする専門



家の協力も求めた。具体的には、ユネスコ本部の水野谷氏、元ユニセフ・インドネシア事務

所の伊藤氏、ユニセフ・ヨルダン事務所の柳澤氏、ハーバード大学教育大学院の北村氏から、

途上国の障害児の教育についてどのようなデータを用いて、どのような事を分析していくべ

きかの助言を得た。 

 今年度は発表をしなかったが、来年度に本研究の成果を発表するために、国際開発学会・

日本比較教育学会も加入継続をした。 

 

７．研究の実績（論文・発表 等） 

今年度は第三世界の教育研究会で、研究の途中経過に関する研究発表を行った。来年度に

論文を書き上げて、Comparative and International Education Society での学会発表、

Comparative Education Review 誌からの論文発表を目指している。 


